
NPO法人アクション代表横田 宗

日本の市民や地域の知見を世界に～草の根技術協力事業20年を振り返る

NGOからの視点



設 立：１９９４年

所在地：日本事務局・東京都武蔵野市（JR中央線・武蔵境駅）

フィリピン事務局・２拠点（ザンバレス州オロンガポ市・マニラ首都圏マラボン市）

認 定：社会福祉開発省 Social Welfare and Development Agency（社会福祉開発団体）

内国歳入庁（国税）寄附金控除認定（日本の団体として初）

役 職：フィリピン・少年司法福祉法審議会委員

オロンガポ市都市開発協議会委員

受賞歴：2001年日本財団賞・21世紀若者賞

2010年国際交流基金地球市民賞

2017年社会福祉開発省SALAMAT PO 賞（JICAに続き日本の団体として2団体目）

2019年社会福祉開発省中部ルソン・ベスト地域型NGO賞



オロンガポ事務所（中部ルソン・ザンバレス州）

職員14名（社会福祉士6名・管理部門3名・日本人駐在員1名・その他4名）

チカラプロジェクト

空手のチカラ・ダンスのチカラ・癒しのチカラ（セラピスト育成・職業訓練

庁認定）・ハサミノチカラ（美容師育成）

➢ サンバレス州子どもNGOネットワーク代表（70団体）

➢ 中部ルソン子どもNGOネットワーク副代表（350団体）

➢ オロンガポ市都市開発計画委員その他の事業

未成年人身売買防止プログラム・未成年妊婦に対する出産及び性教育/家族計画・

若年層への性教育プログラム・小学校での給食支援

NGO及び自治体との連携



マニラ事務所（マニラ首都圏・マラボン市）
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職員8名（社会福祉士7名・管理部門1名）

チカラプロジェクト

➢ 癒しのチカラ（セラピスト育成・職業訓練庁認定）

➢ ハサミノチカラ（美容師育成）

➢ 貧困層への金融教育

➢ フィリピンの中間層・富裕層からのファンドレイジング

➢ 社会福祉開発省本省や教育省との連携

➢ 日系企業との協働

外部との連携
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空手のチカラ

ダンスのチカラ

➢ ６施設＋１地域から１３０名の子ども達が参加

➢ 半年間、道着を支給せずやる気を確認

➢ 半年続けた子ども達が道着を得るための審査

➢ 指導員は施設出身の道場生

➢ ６施設＋１地域から２００名の子ども達が参加

➢ 日本からダンスの先生がゲストで参加

➢ ディズニー映画で活躍するダンサーがゲスト講師！

➢ 目標は全国施設対抗ダンスコンテスト！



6

ハサミノチカラ

癒しのチカラ

➢ 参加美容師は200名以上

➢ 日本とフィリピンのトップクラスが講師

➢ 1期生の卒業式は渋谷の美容専門学校で実施

➢ 現在は職業訓練庁の認定コース目指してカリキュラム改訂中

➢ 卒業生が働くハサミノチカラサロン開店が目標

➢ 職業訓練庁の認定コース

➢ 国家資格のNC2 Basic Massageの取得可能

➢ これまでの卒業生は500名。資格合格率100%！

➢ 2023年4月には卒業生が働くスパをオープン



フィリピンでの認知向上とファンドレイジング
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モールなどへの募金箱設置

＊設置には社会福祉開発省大臣からの許可が必要

高校生7,000人を集めて野外イベント開催

＊ゲストにMNL48やディズニー映画STEPのダンサー、テレビ生中継も

フィリピンのメディアへの展開

＊テレビ、新聞、雑誌、Youtubeなどへ積極的に出演

フィリピン国内での認知向上、組織の信頼

度向上を目指し、多角的にPRを実施。

寄付者、協賛企業、助成金など
フィリピン国内外で獲得
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草の根技術協力事業

✓ 2012〜2015年 児童福祉施設ハウスペアレント研修（中部ルソン）

✓ 2016〜2019年 ハウスペアレント研修（マニラ首都圏）ライフスキル研修（中部ルソン）

✓ 2021〜2024年 ハウスペアレント研修（全国）ライフスキル研修（青少年更生施設）

〜事業立案のきっかけ〜

➢ 日々施設の子どもたちや職員と接する中で見えた課題

➢ 国レベルでの施設職員研修の不足

➢ 日本の児童養護施設での知見と経験を活用



成果１：ハウスペアレント研修の制度化及び教材の作成

研修が大臣による署名で制度へ

✓ 政府担当部局・各地方事務所・NGOで研修規定のド

ラフトを作成し政府に提案

✓ 数回の差し戻しを得て、全地方事務所所長が承認後、

全次官の承認（差し戻しあり）

✓ 8月に大臣が署名し研修規定として制定

ハウスペアレント研修教材

✓ ハウスペアレント研修教材は中部ルソン38施設、マニラ首都圏17

施設での実績を元に全国で汎用できるように最適化

✓ 作成にあたってはフィリピン大学社会福祉学部の教授、施設の施

設長、政府職員など学術・現場双方の知見を反映

✓ ハウスペアレント向けにタガログ語でのハンドブックも同時に作

成し、日常的に使用できるようにしている



成果２：ライフスキル教材の作成及び、研修の実施材

ライフスキル教材の単元（10項目）

1. 自分を知る/自分ってなんだろう？

2. こころとからだのケア

3. 人生のゴールを決める

4. こころを育てる

5. 問題を解決する

6. 自分のきもちと仲良くなろう

7. 周りの人とのコミュニケーション

8. 人の気持ちと自分の気持ち

9. 社会で生きるということ

10. お金の貯め方、使い方

✓ 施設の仲間や職員との関係改善

✓ リーダーシップ能力の向上

✓ お金の管理能力の向上

✓ 感情コントロール能力の向上

✓ 仲間とのけんか、暴力的行為の減少

✓ ストレス対処能力の向上

✓ 子どもたち自身のセルフケアや身の回りの整頓等、衛生管理能力の向上

研修の主な成果
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その他の成果及び今後期待される成果

✓ ライフスキル研修が少年福祉法審議委員会の正規プログラムとして認証

✓ 子どもに優しい自治体賞（大統領賞）への応募にあたっての要件とする

✓ ライフスキル教材の日本語版を作成（日本への還元として）

✓ 日本の児童養護施設職員に指導者育成研修を実施

✓ 将来的には企業の新入社員研修としても拡大

国際「協力」とはお互いの知見・経験を共有すること
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当会にとって草の根技術協力事業とは

✓ フィリピンでの公的な制度や仕組み作りに適した事業

＊（公的な事業は公的な資金で実施する方が成果が出やすい）

✓ 優秀な現地職員を獲得及び発掘するための場（管理職半数が元草の根事業担当）

✓ 様々な角度から団体の幅や活動を広げるための工夫が必要

✓ 一方で専門性や一定の実績を持つNGOにはコンサル同程度の単価が妥当

対象国・NGO・日本国民にとってWIN WINのスキームになる事を期待



ありがとうございました！


